
次世代社会インフラ用ロボット開発・導入

■現場検証及び開発評価に係る体制

別紙３

■役割
１．ロボット重点分野の明確化
２．実施方策の明確化
３．実施状況を踏まえたフォローアップ

■メンバ

次世代社会インフラ用ロボット開発・導入検討会

H25.7設置

■メンバー
経産省、国交省、研究機関、関係省庁（オブ）

■事務局
経産省、国交省

・重点目標の提示
・方策の提示

・結果の報告
新たな体制

■役割

ロボット現場検証委員会（仮称）

新設

新設

・現場検証方針、選定、評価結果に基づく開発支援

ロボット現場検証に係る次の事項
１．検証方法、公募内容の決定
２．応募技術の選定
３．現場検証、検証評価

■構成

■役割
ロボット開発助成に係る評価

■構成

ロボット開発評価委員会（仮称）

■構成
○維持管理（橋梁、トンネル、水中）、災害対応（調査、施工）に係る
各専門部会から構成
○各専門部会：有識者、国交省、経産省、研究機関、業団体

■事務局

■構成
有識者、経産省、国交省、研究所、業団体

■事務局
経済産業省、NEDO

国土交通省、土木研究所

開発法人 開発法人A 開発法人C

・開発助成
・現場検証先を選定、検証、評価 （開発助成は含まない）

現場検証・評価

開発法人B 開発法人A 開発法人C

現場検証に向けた研究開発



■現場検証及び開発評価に係るスケジュール（案）

12月 • 重点分野の決定・公表 【次世代社会インフラ用ロボット開発・導入検討会】

１月
• 体制構築 【次世代社会インフラ用ロボット開発・導入検討会】

H25

H26

• 公募（約１ヶ月間）

２月
• 現場検証公募内容の決定【現場検証委員会】

月

・開発助成公募内容の決定
【開発評価委員会】

１‐
３月

３月
• 公募（約１ヶ月間）

５月
• 検証対象の決定 【現場検証委員会】

・開発助成対象の決定

３‐
５月

・開発助成対象の決定
【開発評価委員会】（応募者、開発者）

現場検証・評価に向けた開発・改良

10‐
12月

• フィールド検証・評価 【現場検証委員会】

（応募者、開発者）
・開発助成対象の決定

【開発評価委員会】

10‐
12月

１月
• 重点分野の見直し・公表 【次世代社会インフラ用ロボット開発・導入検討会】

現場検証・評価を踏まえた開発・改良
【開発評価委員会】

H27

３月
• 次年度の公募


